
1
 

 中
間
報
告

2
0
1
8
に
基
づ
く
秦
野
市
が
向
き
合
う
現
状
及
び
課
題
並
び
に
そ
の
対
応
の
方
向
性
に
つ
い
て
 

 

分
野
（
中
間
報
告
見
出
し
）
 

（
中
間
報
告
小
見
出
し
）
 

現
状
及
び
課
題
 

対
応
の
方
向
性
 

１
 
将
来
人
口
の
考
え
方
 

(
1
)
 
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
 

ア
 
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
 

①
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
現
実
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
。
 

②
人

口
減

少
に
対

応
し
た

地
域

社
会
づ

く
り
、

そ
し
て

そ
れ

に
よ
り

人
口
の

流
出
入

の
緩
和
を
図
る
こ
と
。
 

(
2
)
 

人
口

減
に

よ
る

税
収

減
と

少
子

高
齢

化

に
よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
支
出
増
 

イ
 
人
口
減
少
に
伴
い
個
人
市
民
税
は
減
り
、
所
有
者
不
明
の
空
地
・
空
家
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
も
減
る
。
 

ウ
 
高
齢
者
へ
の
社
会
保
障
関
係
経
費
は
増
え
続
け
る
。
 

 

(
3
)
 

格
差

社
会

と
社

会
保

障
制

度
―

世
代

間

の
配
分
の
あ
り
方
 

エ
 

経
済

成
長

と
市

場
の

拡
大

を
前

提
に

構
築

さ
れ

た
現

行
の

社
会

保
障

制
度

は
、
維
持
困
難
で
あ
る
。
 

オ
 
現
役
世
代
の
貧
困
化
 

③
現

役
世

代
や
将

来
世
代

が
担

う
負
担

を
意
識

し
、
さ

ら
に

将
来
に

負
担
を

残
す
こ

と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 

④
施
策
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
行
財
政
の
最
適
化
を
進
め
、
真
に
税
を
分
配
す
べ

き
対
象
・
世
代
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
4
)
 
人
口
の
社
会
減
へ
の
対
応
 

カ
 
首
都
圏
に
位
置
す
る
が
、
都
心
か
ら
５
０
㎞
離
れ
て
い
る
。
 

キ
 
都
心
部
へ
の
流
出
が
多
い
。
 

⑤
都
心
部
へ
の
流
出
に
配
慮
す
る
こ
と
。
 

⑥
近
隣
市
と
連
携
し
、
社
会
減
に
向
け
た
施
策
協
調
す
る
こ
と
。
 

(
5
)
 
人
手
（
労
働
者
）
不
足
へ
の
対
応
 

ク
 
若
者
が
減
り
、
企
業
も
地
方
自
治
体
も
人
材
の
確
保
は
、
経
営
の
根
幹
を
左

右
す
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

ケ
 
収
入
（
カ
ネ
）
が
減
り
、
人
材
（
ヒ
ト
）
確
保
も
難
し
く
な
る
。
 

⑦
女
性
、
高
齢
者
及
び
外
国
人
の
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
委
託
化
な
ど
に
よ
る
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
。
 

⑧
東

海
大

学
と
企

業
を
結

び
付

け
、
学

生
等
の

地
域
就

業
等

に
向
け

た
支
援

す
る
こ

と
。
 

⑨
ホ

ー
ム

オ
フ
ィ

ス
や
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ
ス

と
い
っ

た
新

し
い
働

き
方
も

生
じ
て

お
り

、
民
間

と
の
連

携
に
よ
り

こ
う

し
た

イ
ン
フ

ラ
整
備
を

進
め

る
視

点
が
必

要

で
あ
る
。
 

２
 
財
政
状
況
の
考
え
方
 

(
1
)
 
秦
野
市
の
税
収
の
特
性
 

コ
 
秦
野
市
の
主
な
税
収
で
あ
る
個
人
市
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
比
較
的
増
減

の
要
素
が
少
な
い
安
定
し
た
財
源
だ
が
、
今
後
も
減
少
傾
向
と
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
 

サ
 
納
税
義
務
者
の
割
合
が
低
い
。
 

シ
 
東
海
大
学
の
学
生
が
多
い
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
 

ス
 
大
学
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
や
経
済
の
好
循
環
が
あ
る
。
 

⑩
大

学
立

地
の
メ

リ
ッ
ト

を
最

大
限
に

生
か
し

、
大
学

力
や

学
生
力

を
生
か

し
た
ま

ち
づ
く
り
の
発
想
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

(
2
)
 
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
み
 

セ
 
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
増
大
・
複
雑
化
し
、
こ
れ
以
上
の
人
員
削
減
は
難
し
い
。
 

ソ
 
臨
時
財
政
対
策
債
の
残
高
及
び
償
還
額
が
増
え
続
け
、
償
還
額
の
た
め
に
支

出
す
る
額
と
、
地
方
交
付
税
交
付
額
と
の
差
が
縮
小
し
て
い
る
。
 

タ
 
一
般
財
源
が
減
り
続
け
て
い
る
。
 

⑪
臨

時
財

政
対
策

債
と
建

設
事

業
債
を

峻
別
し

、
臨
時

財
政

対
策
債

の
借
入

額
と
元

金
償

還
額
、

そ
し
て

地
方
交
付

税
交

付
額

と
の
関

連
を
意
識

し
た

財
政

運
営
を

行

う
こ
と
。
 

⑫
扶
助
費
の
削
減
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
削
減
に
ほ
か
な
ら
ず
、
社
会
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
市
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
理
解
を
得
る
努
力
を
続
け
な
が
ら
、
そ
の

対
応
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
へ
の
投
資
 

チ
 
長
引
く
不
況
対
策
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
支
出
は
抑
え
ら
れ
て
き
た
。
 

⑬
よ

り
戦

略
的
、

か
つ
地

域
事

情
を
踏

ま
え
事

業
効
果

に
留

意
し
た

対
応
が

求
め
ら

れ
る
。
 

資
料
３
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分
野
（
中
間
報
告
見
出
し
）
 

（
中
間
報
告
小
見
出
し
）
 

現
状
及
び
課
題
 

対
応
の
方
向
性
 

⑭
イ
ン
フ
ラ
維
持
に
係
る
経
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
長
期
的
な
維
持
・
修
繕

に
係
る
計
画
が
不
可
欠
で
あ
り
、
道
路
、
上
下
水
道
・
公
共
施
設
な
ど
横
断
的
な
視

点
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
 

⑮
公
共
施
設
の
管
理
・
利
用
に
あ
っ
て
は
、
行
政
区
域
を
越
え
た
広
域
連
携
に
よ
る
取

組
み
や
公
民
の
区
分
を
越
え
た
共
同
運
営
管
理
の
観
点
も
必
要
で
あ
る
。（

他
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
）
 

３
 
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
 

(
1
)
 
地
域
主
体
・
地
域
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
 

ツ
 
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
世
代
間
格
差
も
あ
り
、
減
分
の
配
分
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
市
民
合
意
を
得
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
 

⑯
市

民
相

互
の
理

解
促
進

を
目

的
に
、

市
民
と

行
政
が

対
話

を
重
ね

、
課
題

を
共
有

し
、

共
通
認

識
を
持

ち
な
が
ら

ま
ち

づ
く

り
を
実

践
す
る
と

い
っ

た
意

識
形
成

が

必
要
で
あ
る
。
 

⑰
協
働
の
考
え
方
の
下
、
対
話
の
場
や
地
域
の
人
材
が
活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
り
、
併

せ
て
地
域
で
人
材
を
育
成
す
る
と
い
っ
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
 

⑱
地
域
の
中
で
地
域
を
支
え
て
い
く
多
様
な
人
材
の
育
成
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

(
2
)
 
相
互
扶
助
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
 

テ
 
経
済
が
右
肩
下
が
り
と
な
り
、
減
分
の
配
分
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
進

め
る
。
 

ト
 
高
齢
独
居
世
帯
、
単
身
世
帯
化
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
 

⑲
相
互
扶
助
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
こ
と
。
 

⑳
公
助
が
減
る
分
を
自
助
・
共
助
に
よ
り
補
う
こ
と
。
 

○21
地

縁
型

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
と

は
別

に
、
テ

ー
マ
型

の
社
会

連
帯

に
よ
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

４
 
地
域
特
性
の
活
用
 

―
秦
野
ら
し
さ
と
は
 

(
1
)
 
秦
野
の
特
性
を
生
か
す
「
ま
ち
・
つ
く
り

（
創
・
造
）」

 

 
○22
住
民
が
自
ら
地
域
を
支
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
に
は
、
秦
野
へ
の
愛
着
や
誇

り
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
醸
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

○23
文
化
、
歴
史
、
そ
し
て
水
と
い
っ
た
秦
野
の
地
域
特
性
を
市
民
と
と
も
に
守
り
、
育

て
る
取
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
 

(
2
)
 

交
通

イ
ン

フ
ラ

の
活

用
・

連
携

に
よ

る

「
ま
ち
・
つ
く
り
（
創
・
造
）」

 

 
○24
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○25
都
心
と
の
心
理
的
距
離
感
（
時
間
距
離
）
を
縮
め
る
こ
と
。
 

○26
交

通
利

便
性

と
秦

野
の
自

然
環

境
の
豊

か
さ
を

合
わ
せ

た
情

報
発
信

が
求
め

ら
れ

る
。
 

○27
小

田
急

線
の

複
々

線
化
に

よ
る

快
速
急

行
と
ロ

マ
ン
ス

カ
ー

増
発
に

よ
る
都

心
と

の
移
動
時
間
の
短
縮
、
ま
た
、
新
東
名
高
速
道
路
開
通
と
い
っ
た
機
会
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
「
ま
ち
・
つ
く
り

（
創
・
造
）」

 

ナ
 
東
海
大
学
や
そ
の
学
生
は
、
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
知
的
財
産
 

ニ
 
１
８
歳
人
口
が
減
り
始
め
る
「
２
０
１
８
年
問
題
」
で
、
大
学
は
、
学
生
の

確
保
の
た
め
、
立
地
条
件
の
よ
い
地
を
求
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

○28
学

生
の

ま
ち

づ
く

り
参
画

や
、

学
生
が

関
心
を

持
つ
ま

ち
づ

く
り
テ

ー
マ
を

提
供

し
、
東
海
大
学
と
一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち
・
つ
く
り
（
創
・
造
）
」
を
進
め
る
べ
き
。 

○29
学
生
が
秦
野
を
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」
と
思
え
る
よ
う
、
ま
た
秦
野
市
、
特
に
大
根

地
域
と
東
海
大
学
と
の
連
携
強
化
が
図
れ
る
よ
う
な
施
策
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○30
東
海
大
学
が
進
め
る
地
域
連
携
活
動
「
T
O
-C
o
ll
a
b
o
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
成
果
を
秦

野
市
に
お
い
て
継
承
・
発
展
さ
せ
、「

地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て
東
海
大
学
と
秦

野
市

と
の
ま

ち
づ
く

り
協
働
体

制
の

強
化

、
大
学

の
ま
ち
（

仮
称

「
学

園
都
市

東

海
」
）
の
実
現
を
求
め
た
い
。
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分
野
（
中
間
報
告
見
出
し
）
 

（
中
間
報
告
小
見
出
し
）
 

現
状
及
び
課
題
 

対
応
の
方
向
性
 

(
4
)
 

秦
野

の
伝

統
的

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
継

承

に
よ
る
「
ま
ち
・
つ
く
り
（
創
・
造
）
」
 

ヌ
 
「
市
街
地
」
と
「
中
山
間
地
域
」
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
（
そ
の
歴
史
や
現
状
の

課
題
）
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○31
中

山
間

地
域

の
伝

統
・
文

化
を

生
か
し

、
次
の

時
代
へ

つ
な

ぐ
取
組

み
が
求

め
ら

れ
、
ま
た
、
地
域
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
よ
る
地
域
社
会
維

持
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
 

５
 
新
た
な
「
協
働
」
へ
 

(
1
)
 
地
域
を
支
え
る
「
人
財
」
の
育
成
と
対
話

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
場
の
提
供
 

ネ
 
こ
れ
ま
で
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
の
取
組
み
方
法
や
市
民
側

の
関
心
度
な
ど
、
相
互
に
多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
る
。
 

ノ
 
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。
 

○32
「
地
域
の
問
題
は
、
地
域
で
考
え
、
地
域
で
取
組
む
」
と
い
っ
た
考
え
を
改
め
て
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

○33
事

前
段

階
か

ら
情

報
を
共

有
し

、
互
い

に
対
話

を
重
ね

、
ま

ち
づ
く

り
で
の

役
割

（
責
任
）
を
自
覚
し
、
企
画
・
構
想
段
階
か
ら
実
施
段
階
に
至
る
全
て
の
過
程
に
お

い
て
、
と
も
に
取
組
む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○34
地

元
の

高
校

や
大

学
と
の

連
携

を
深
め

な
が
ら

、
次
世

代
に

向
け
た

人
づ
く

り
の

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
子
育
て
期
の
世
代
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
を
深

め
る
場
づ
く
り
も
必
要
で
あ
る
。
 

(
2
)
 

公
共

領
域

の
新

た
な

担
い

手
の

創
造

・

育
成
 

ハ
 
人
口
減
少
が
進
行
 

○35
「
縮
充
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
に
は
、
従
来
行
政
が
担
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を

市
民

に
よ
る

相
互
支

援
や
民
間

の
活

力
な

ど
、
多

様
な
主
体

で
支

え
合

う
と
い

う

視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
 

(
3
)
 
こ
れ
か
ら
の
職
員
像
 

―
「
人
財
」
の
確
保
と
育
成
－
 

ヒ
 
業
務
の
外
部
委
託
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
、
人
員
不
足
を
補
っ
て
は
い
る
が
、

こ
れ
ら
が
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
 

○36
秦
野
市
職
員
の
採
用
に
お
い
て
は
、
採
用
方
法
を
工
夫
し
、
ま
ち
づ
く
り
協
働
に
向

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
え
る
「
人
財
」
確
保

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

○37
職
員
一
人
ひ
と
り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
 

○38
職
員
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
自
ら
の
責
任
（
課
題
の
把
握
と
課
題
解
決

の
た
め
の
施
策
・
事
業
検
討
）
を
自
覚
し
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
い
っ
た

意
識
が
欠
か
せ
な
い
。
 

○39
求

め
ら

れ
る

職
員

像
を
明

確
に

し
た
上

で
、
人

材
育
成

の
た

め
の
研

修
プ
ロ

グ
ラ

ム
開
発
が
重
要
で
あ
る
。
 

○40
行

政
組

織
の

コ
ン

プ
ラ
イ

ア
ン

ス
の
推

進
に
加

え
、
ま

ち
づ

く
り
協

働
で
は

市
民

と
相
互
に
信
頼
し
合
え
る
市
職
員
の
意
識
形
成
と
能
力
が
重
要
で
あ
る
。
 

 

今
後
に
向
け
て
 

行
政

経
営

の
視

点
強

化
と

行
財

政
最

適
化

に

向
け
て
 

 
○41
「
減
分
の
配
分
」
を
意
識
し
た
「
経
営
」
概
念
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

○42
「
増
分
の
配
分
」
の
時
代
か
ら
「
減
分
の
配
分
」
の
時
代
へ
転
換
し
て
い
る
こ
と
を

強
く
意
識
し
、
考
え
方
を
転
換
す
る
こ
と
。
 

○43
強
化
・
特
化
す
る
施
策
と
と
も
に
廃
止
・
縮
小
さ
れ
る
施
策
の
均
衡
を
図
る
「
集
中

と
選
択
」
、
「
経
営
」
概
念
を
反
映
し
た
行
財
政
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
 

○44
情

報
化

・
グ

ロ
ー

バ
ル
化

の
進

行
に
よ

る
流
動

的
で
急

激
に

変
化
す

る
社
会

に
対

応
し
た
計
画
・
体
制
づ
く
り
も
必
要
で
あ
る
。
 

○45
「
財
政
支
出
の
長
期
的
確
保
に
向
け
た
根
拠
と
な
る
計
画
」
か
ら
、「

急
激
な
変
動

や
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
危
機
管
理
型
計
画
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
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分
野
（
中
間
報
告
見
出
し
）
 

（
中
間
報
告
小
見
出
し
）
 

現
状
及
び
課
題
 

対
応
の
方
向
性
 

○46
既
定
の
計
画
や
既
存
の
制
度
を
柔
軟
に
見
直
し
、
再
構
築
し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政

が
相
互
に
課
題
を
共
有
し
、
対
話
を
重
ね
、
解
決
策
を
探
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

す
る
と
い
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
協
働
」
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
 

○47
「
地
域
を
経
営
す
る
」
と
い
っ
た
視
点
を
強
め
、「

施
策
の
集
約
や
簡
素
化
」
、「

施

設
整
備
事
業
の
段
階
的
縮
小
・
廃
止
（
再
配
置
の
推
進
）」

を
目
指
す
「
行
財
政
の

最
適
化
」
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

○48
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
「
縮
小
」
と
併
せ
、
生
活
の
「
充
実
」
を
図
る
「
縮

充
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
秦
野
市
の
将
来
像
を
市
民
と
共
有
し
、
地
域
で
育
て
、

と
も
に
考
え
、
実
践
す
る
「
ま
ち
・
つ
く
り
（
創
・
造
）」

を
目
指
す
べ
き
。
 

 


